
改革工程表２(年度別計画）

    　　　 取り組むべき項目

１　法人のあり方検討   　

　　（平成24年度内に結論）

２　事業活動の充実

　 　

３　財政基盤の安定・強化

　 　

４　公益法人制度改革への対応

５　進行管理結果の公表

［　]は目標達成状況を表示

［H26.6月 県議会報告］

［H26.6月 県ホームページ公表］

［１００団体］

［いのちの学習会実施（16校2,027名参
加）,啓発用動画のスマホ配信,県民意
識調査実施，臓器提供家族支援員研修
会実施，慢性腎臓病予防講習会実施］

［前年度に続き検討会を開催(2回)
し，以下のとおり結論。
・公益財団法人へ移行
・臓器移植の普及推進に加えて，慢
性腎臓病対策事業も強化］

［いのちの大切さを伝える絵本作成，
臓器提供者家族支援事業立ち上げ，
健康ウォーキング開催］

［いのちの学習会実施（16校2,931名参
加）,いのちの大切さを伝えるDVD作成,
慢性腎臓病予防講習会実施］

団体名：(公財)いばらき腎臓財団                                                       所管部局・課名：保健福祉部薬務課　　　　　　

　　　　　　　　平成２４年度 　　　　　　　　平成２５年度 　　　　　　　　平成２６年度

［８６団体(前年度:８０団体)］ ［９４団体］

　※注                は改革期間及び推進事項を表示

［定款(案)検討・法人会計見直し］ ［公益財団法人へ移行（H26.4.1）］

　［H24.6月 県議会報告］ ［H25.6月 県議会報告］

［H24.6月 県ホームページ公表］ ［H25.6月 県ホームページ公表］

法人の将来方向について検討

移植医療に関する地域・職域啓発事業強化，臓器提供者家族支援事業の実施，慢性腎臓病対策事業強化

移行申請準備

毎年度の進行管理結果を県議会で報告するとともに，県ホームページ等で公表

申請

賛助会員９０団体 賛助会員９５団体 賛助会員１００団体


